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【背景】 
緑内障は本邦において視覚障害の原因の首位疾患であ
る．歳以上の日本人の緑内障有病率は ％であること
が報告されている．緑内障は慢性進行性疾患であり，病状
の進行とともに恒常的な視覚障害をもたらし患者の
TXDOLW\RIOLIH42/を低下させる．文字や文章を読む
ことは日常生活の中で重要度が高い．読書困難は視覚障害
者の訴えとして最も多く，緑内障患者においても例外では
ない．緑内障は中心視野の障害からはじまり，末期まで視
力が保たれることが多い．中心視野障害により読書能力が
低下し，ストレスを自覚した 例について報告する．

【方法】 
日常の読みについて問診した後，-DSDQHVHYHUVLRQRI
0LQQHVRWD5HDGLQJ$FXLW\&KDUW015($'-を用いて読
書速度を測定した．最大読書速度，臨界文字サイズ，読書
視力の つのパラメータを算定し読書能力を評価した．視
野の評価には +)$プログラム 6,7$6WDQGDUGを行っ
た．PHDQGHYLDWLRQ0' 値および各セクターのトータル
偏差を求めた．優位眼側は +ROHLQ&DUGで確認した．

【結果】 
症例  歳，男性，正常眼圧緑内障 
 左眼は読み書きに使っていないはずだが，見ようと頑張
るらしく，読書の後は左眼が疲れる．読んでいる途中で左
眼の像がチラチラする． 
視力は右眼 ，左眼 ，優位眼は右眼である．最大
読書速度は  文字／分，臨界文字サイズは
ORJ0$5SW，読書視力は ORJ0$5SWで
あった．+)$の 0'値は右眼G%，左眼G%，
トータル偏差は図 のとおりである．

図  症例 の +)$727$/'(9,$7,21 
症例  歳，女性，原発開放隅角緑内障
読んでいる途中でどちらの眼で読んでいるのかわから
なくなる．縦書き文章は視線が動く真下が見えず，次の文
字に飛んでしまう．改行に時間がかかる．新聞が読めない．
視力は右眼 ，左眼 ，優位眼は右眼である．最大
読書速度は  文字／分，臨界文字サイズは
ORJ0$5SW，読書視力は ORJ0$5SWで
あった．+)$の 0'値は右眼G%，左眼G%，
トータル偏差は図 のとおりである．
図  症例 の +)$727$/'(9,$7,21 
 
【考察】 
 両症例ともに趣味は読書であった。 
症例 1 については視力の良好な右眼が優位眼である．し
かし，左眼傍中心耳側下方に比較的視野感度の良好な部分
が存在し，その部位で読もうと努力することが，読書のス
トレスに繋がっていると推測される．視力不良な左眼に読
書の優位性が存在することは，視野障害の進行過程で優位
眼が左眼から右眼へと切り替わったことが考えられる．読
書のパラメータでは最大読書速度の低下が顕著であるが，
視野障害により文字を読む際の視線移動の障害がその原
因と考えられる． 
 症例 2 については視力，MD 値ともに不良な右眼が優位
眼である．視機能が良好な左眼に優位眼が切り替わること
ができず，読書の際に左右眼交互に読んでしまうことで，
読書のストレスを引き起こしていることが考えられる．臨
界文字サイズは 34.94pt と大きかった．視野感度の良好な
部分が限局しており，新聞の文字サイズ(およそ 10pt)のよ
うな小さな文字では，視野の暗点に隠れてしまう．そのた
め，本症例では補助具を用いた文字を拡大しての読書が有
用である． 
両眼の網膜対応点の視野感度の差により，両眼がバラン
スよく使われていないこと，さらに優位眼側が読書のスト
レスに影響していることが両症例に共通していた． 
 
【結論】 
 緑内障による中心視野障害は両眼視を阻害し読書能力
に影響を与えることが示唆された． 
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